
  
  有明海のタイラギ資源に及ぼすナルトビエイの影響

  誌名 佐賀県有明水産振興センター研究報告 = Bulletin of Saga Prefectural Ariake Fisheries
Research and Development Center

ISSN 09191143
著者名 川原,逸朗

伊藤,史郎
山口,敦子

発行元 佐賀県有明水産振興センター
巻/号 22号
巻号補足
掲載ページ p. 29-33
発行年月 2004年11月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



1'，イT!j( (iJf↓t< 22 C29-:s) 2004 

有明海のタイラギ資源に及ぼすナルトビエイの影響

川原J%朗*1 .伊藤史郎・山口敦子叫

Influence of the Bullnose Ray， Aetobatus flagellum， 
on the Pen-Shell， Atrinaρectinata， in Ariake Sound 

Itsuro KAWAHARA * 1， Shiro lTo， and Atsuko Y Ai¥iIAGUCI-n*2 

1n orcler to evaluate the influence of preclation of the bullnose ray， Aetobatlts fIσ'gelluJJl， on the pen 

-shell， A triJ1{{ρθcti11αta， we concluctecl fixecl point observations on the habitat clensity ancl conclition of 

pen shells， ancl investigatecl the feecling habit of bullnose rays. Habitat clcnsity of pen shells clrastically 

c1ecreasec1 on both improvec1 anc1 natural fishing grounc1s in the spring in April anc1 in the fall from 

Scptcmbcr to October. During these periocls， broken shells ancl pot holes were observec1 on the 

observation points. Analysis of the stomach contents of bullnose rays showec1 that bivalves incluc1ing 

short-neckec1 clams， ark shells ancl pen shells comprisecl their major cliet. From these finclings ancl 

from information available on the feecling behavior ancl breecling cycle of bullnose rays， it was 

concluclecl that the clecr百 lsein habitat clensity of pen-shells was causec1 by bullnose ray preclation. An 

estimation macle basecl on the c1ecrease in habitat clensity at observation points inclicates that 

quantitative c1amage on pen shells from bullnose ray prec1ation is a serious problem. Hence， this must 

be preventecl in orc1er to revive pen shell resources 
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はじめに

有川;ititj奥1i1jの仏製・制Iru)H-~ ilij:J，Dxにおけるタイタギ
A IriJ1(fρμ1mαla資ilJ;[のil:友少!京凶のーっとしては， !底質

1;j山kのJtlJイヒによって ~Ië}~、 if([Jb}が*\1'1小し，それに1'1'って長

則的にiiliJi減したことがあげらhる1)。このようなタイラ

ギ資制の長期的な減少とは別に， 2000今一以降には，大12

タEが先生しており 2へタイラギif([は!J:lI:L;(こ例をみないよ

うなil技1)な状かiに陥っている。

本';'l~;I; では，タイラギ資ìlJ;[に Zえはすナルトビエイによ

る食'"f Îi:の ~j:~~~:，~について，定}，I:I~観察によると1: ，目、 ~ðfJ.主の1f(~移

とと|二 d日μ;の右足討さおよびにナルトビエイの食性制査がi栄を
もとに考察する。

このため，有lりl沿岸の関係4iRと凶iIlj区*，!(:iリ|究所，
養刑研究所， KIII~J大手:ノド正午:ff[)およびノM巨大:学校が蛇死

の1!j( 1さ|究 I リ i に [Î，j け~I、同制327を実施することとなり，艶タE

が先生したif([Jb}のタイラギと非先生漁場のタイラギの泣

いについて，病ま1ftやさtJw.，'c:U虫学的な検;)，)を行うととも
に，環境訪司王子等を行ってきた。 この司司王子の過程で， 立

j れLによる大量死とは別に，有!リJi1lj:で近年急激に増加した

ナル卜ビエイ AetobatusflagelluJnによる食存がタイラ

ギ資源の減少安凶の一つであることがl切らかになった。

ホ1fJ~ f!t:.1~lll， ~ }~% *1:ノK)I{liHJ:ィ、 im ノド，;i'~ iì~~ 

ホ 2lil 1q大'~:ノ'j'j;{:" J!: /;lí

材料および方法

1仁.調査定点

司市誹制1¥:司i)主詑f定j点ιをl区凶三泊11(にこ汚示-すo 市訪悶』司i)1交恥fわ〉半ιι.'点I
ギギ、子育J日成見のために1996が例'1ド二カか、ら2000'ドにかけて佐賀県大良

[IIJ れl'に綬!沙して造成したi，(([.tJ)j (以下，造成if([場とする)

にl 点， ヲ天〈然i漁f魚~.t場よ必;でで、(はま l肌!坑止 i印l民i2 )幻)でブ大記;景5琵呈if:2箆t告さ死の先4午iドで を 1却1弘!民4 古丹? し

た北片京札〈ふi郎』f引';'Jí日)i治f魚魚~、μi場↓劫jに 3.'点1

とする) とそれに隣J拡技友友eするか引1114制モ"リ'1'ト川、|に 1.'点:主~ (J;)以、 fド-ど今， St凶a.3祁6と

する)λ，さらに2003'年ド Iロ2)川4 カか、ら 2004:年f可午["-3 月にかけて i出f干日一:~，ワ7水k 

2出住出j魚j非業t長よのi魚魚、」砂L;となつたJ通且利称、ダイナン (J.-:J以~J，、卜\ 夕ダ予イナンi漁点魚l 

1易場場;品必;;宇う) に1.'，'以目，1:伊σの〉合育計1-6ふ.'点:

2上.生息状況観察調査

1 )造成漁場制査は， 1999， 2000， 2001， 2002:ff級群



30 

図 1 タイラギLI乙官、判官主J
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図2 造成漁場におけるタイ ラ ギLI~.'，之、常!えのイff'移

について行った。 1999"1三級1t下は2000!.Y.4月から 7)'Jにか

けて， 2000年級it下は2001年3月から10月にかけ， 2002!，f 

級群は 2 月から 6 月にかけ間査 した。 司HJ~tは，ヘルメッ

ト式i1¥'ノド誌によりタイラギの士仁官、j犬i}UiJl.祭を行うととも

に，J!EJlリとして海底に100mロープを張リ，そのロープに

i{~~ って移到j し， 5ケ戸所Hて、50cmη1の村枠主りl[伏足lり)を行い村枠'1内/勾ヨのfつl二忠

主欽正を青計!数した。 ~j-: 忠、官!えは 5 サ JiJí"の ~I.:息数の" I I.J勾lli!(で示

した。なお， 2001!，ド級1t下は， 2002年2月の部11.i'において

ノ112、夜!主が約1侃I/m2であったため，f也の51命及1Ti'ーのよう

な;と511的なこ1:: 忠、街!支の iWI~J.::は行わず生息状況の観察のみ

を行った。

2 )天然漁場 Sta.3却6を合めfたこ-1比じ束者剖部l日iI.'出治R魚!場4定む}，Iι，I，i:

は， 19991，n，8dtfについて， 2000:q:. 4 )=Jから12)Jにかけて
行一った。ダイナン出場の判官は， 2002{1級併について，

200J{I'，3月から12)Jにかけて行った。制官)jij;は日iL主し

た)ji去で行った。

3 _ナルトビエイの食性調査

2001午9)=J 251:1 と 問 !， F， 10)'110 日 に太良 Illfì 'i'で ~ilJ網に

よりナlレトビエイをtill挫し食'I"j品';j1i'を行った。訓究に

JI J ， ，たナルトビエイはtf汗 136似体(占fiJ61JiiJi久 jtif20fl山1
1本)‘体挫111{μまMi'で387-978111111，止Hで328-1187111111，f.本21i:

はt.fi'で 0.7-14.4kg司Jll:jiでO.:=i-28.4kgであった。ナル

トビエイの円|人l作物はー|、船後ただちに10%ホルマリン

でI~' iじにした後， {iJf先主に持ち帰リ，自Ir~l:物内柿査定を行

うととむにそれらのTIt:i，lをliui1した。同内手叫勿ifll，tのw
Eに九!する比をYJ内作物ill:1l~比(%) とし， (:各子飢/午i主f升4物勿の

J山|

f本木、(はまii付汁l'針去i:iJカかミらlr徐式夕外十した。

あるf!lド![¥=1を1Jlf!lrしていた個体数11'，引:Hli支 (%F)ー ， ヌ100
全イIMf~， t%

結 果

1.生息状況観察調査

1 )造成漁場 右手jド級HI'の '1:忠i千万立2のHi~移を lヌ12 に示す。

(1)1999年級群:~l.忠信皮は司 2000年 4 月 121オ の刑台では

58f¥，'il/m2と出宿!支て、あったが司その後急品tに低下し，7 ) 1 

11 けには2例1m2となった。6J=J 9 1-1の1111.京で、は， ii，j:民主
而j(こ昨かれたタイラギの位 (1三13)か多数観察された。

1999イドキ及川ーの'1:忠待;J~ のえじ lLl:(J(j な観察は 7 J Jで終了し

たが，その後のmヴI，，-i:{こよる 日悦観察では2000!'ド11)-Jま
で1こ{i'((，i2.で、きなくなった。

(2)2000年級群:2000年紋m:の先日右上が少なかったため，
~ I:忠淀江主は， 1999jï~級官Fに比べ苫しく低く司 2001{!'- 3 J J 



21 nでは 3イ|占11m2であった。その後，4)J 17卜|には0.7イ凶/

m'に低下し 9月131二lまではO.5{1~l/m'前後で行f:移した

が， 9 )'.1261:1には0.]倒1m'と9月l31:1(二比べ急激に低下ム

した。 10月 23 日には，生息符)立が'.b~(，1 ! ~Iできなくなるほど

f氏下した。 9H 261二|の11lJl祭では， 2000'::f 6月91'1に11lJl察

されたものとI，im:な，砕かれたタイラギの殻が多数みら

れ，さらにI' ~I 径30cm桂皮のすリ j本状の注み (1ヌ14 )を多

放附:認した。

(3)2001年級群:2002ol. 3月271:1の訓五までは，タイラギ

の'1:忠、をji'(i'，iQ，で、きたが， 4) J ] 81ニlには'IJ之、を昨日忍するこ

とができなくなった。 その líSj.~，多数のイi}t~かれたタイラギ

の伐とすり鉢状の己主みがみられた。

(4)2002年級群:~I~忠密度は， 2000ゴド抜群よりやや出く，

2 )，) 28日では9イ[，<;11m'であった。しかし， 3) J 27 卜!以 [íキ~[-:

ι曾;Jiは急激に低 lごし， 6 n 23 Hでは0.6{['¥[/m'となリ，
観察を'11iIした。

なお， ?同一級mとも北京filii'.((¥場でみられたよう な州、，'i
れ挺死2)はji'{tiiW，、で、きなかった。

2 )天然漁場

(1)北東部漁場 4';J::}，'，(における 1999{1イ及川の ~[:忠符!主

国 3 (i1'か7.Lたタイラギの伐

1
9日
戸

、山静
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の1ff移を|叉15に示す。 2000年4)H11ごlにおける生忠、街!支

は， Sta. Gが最も市く 76例1m'，次にSta.57の40佃/m'，

Sta. 56の36イ|立[1m'でSta.367カがうデf汁ii長kちf低氏 く6 イ引仰例!!i向5司I/m'で、あつ

た。S説ta.Gてでで、lはま7引)月ヲ10日の司訊制A司is査当Efで、立立:1沖川1;わ村村、1千消"山!日iれf艶苑死の充生を{昨i'，稲佐，，<<在d住ι:.iふ九lυ仏"
した2九)0-¥立立江午:+，帖、1哨l占Uれ箆F死ヒは，その後拡大しSta.56を含む北京部

漁場の)ム範[JIIで、先ノ1二した')。しかし， [三[5で1'J.jらかなよう

に， ~ [ ~忠、宮山は 4n 1111からiL:i'，'iれ艶死が発生するまで
の約3ヶ)-)[:¥1で約50%に低下し， )立 Ijx: ifü JJ，'jの 1999{1~:2idtY

と同級な減少MiI[，Jを示した。 Sta.36は 当初の~[:忠、何!主が

{也の2i:JILlこ比ベヂi:しく低かったこともあリ， 6 )-) 10卜lに

は0.1伽[/m'以下となリ， 11:見第三を'.1-'iIーした。またSta.57は

立+，'iれ艶死を隊員立で、きず， Sta. G， Sta.57についても 9

月以[iYi'， iiJrたな立+，'iれ姥予Eは{i'(j'日立て、きなかった2)。しか
し， 11))21，221一!のSta.G， 56， 57の ~[:忠弘;J!t は， 0.25 

イ|占11m'， 0.]2佃/m'，O. 06{['J[/m2と4F) 11 Hのl[1'jに比べ

~fí: しく f氏一1" した。

(2)ダイナン漁場:2002.::r-*&併の生息術皮の1ii移を|三16

に示す。2003{1'.3)) 27卜|におけるノ1:忠信!主は46削/m2で‘

あったが，5)) 2211 の~，'i)1ì'で、は 30{[ ，'， [ /m 2 ( こ f止一i"した。その

[í~:， 2000{!'-6 )) 9 1=1と20011J'.9)) 23 Hに造成if(¥上品で、みら

れたものとい)1示の{iJ，'かhたタイラギの伐と[1'(1ぞ30cm'J<:i'

J主のすり 3料)~の出みを ji'((;W、した。 そのf後炎の/付小|佐:ι栴j山主[はまム
' 

9 ) 川)1凶8卜|の;訓iU品洲Jよ司i)げf代王まで

jト川一-):201け|では]日5引イ引仰似例[Iti川J占川i[げ|凶/ハm子2，にこf氏|卜Jした。 10)c)20 1-1の}符水.1:の，11:北

京では， 5 n 2211と同1Xd二liキかれたタイラギの伐とD'，1r.
30cmfYI.'fのすり鉢状の;年みを1私lZした。

2 .ナルトビヱイの食性調査

ナルトビエイの'，'!，1人l作物品II!JX:を表 1に示す。ほとんど

の似体のE11内科物は， -'，E!i:~:Iiの ííll~[:物のみで村'jl!'X:されて

いたためー iR.:;:% (%W) は~~(l!rlせず，'1月~!j;{!li (%F) 

80 

70 

10 ~ . 

6..一-6..-

10 11(月)

2口∞年

図5 タイラギこ1，仏前伐のJIi杉

ム，Sta. 36 : +. Sta. S6 : O. Sta. 57 :・，Sta.G : 
rIl.川
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図 B タイナンi，(uJJ)jにおける タイラギII官、密度の1m杉

のみで表した。

9 )-Jにはタイラギが53.3% (n= 15)の仰li本に11'，引し

た。消化がj住んでいたため栴のIfiJ定ができなかった11川体

は46.7%見られたが，これらは全て貝類のii'Hヒ物であっ

た。]0凡にはサルボウ (52.4%)とアサリ (23.8%)に

次し、でタイラギ 09.0% ) が 1J'， fJt した。全書iiJ~t を]岳して，

'f~!1人l谷物は全て貝類で十IY; IJ'X.されておリ， 11 に二枚貝 をH

むことがlリlらかになった。

体重あたりの円内作物語:id-北は-'!LgJで、0.7%となった

が， 最 も多かったイ1，¥11+.:は1.3%であった。 lilHt.fiともに円内

容物にタイラギが児られたのは， i本控1117，;で、900111111以上の

大引他i体であった。 ，f;('，i本の大 きさによってfil[.Je物は犯

なっており，小型のエイはサルボウやアサリを111i食して

し、ることがわかっfこ。

考 察

4ヶ'j'-の司，';J不足により，;i.!:lix:i，((tJ;b'jでは，北京古lii魚JJJjで発
生しているような立枯れW~Yr:2 ， 3) は発生しないが， 4月ま

fこは 4 月から 7 月 にかけてと 9 月から 10)~ にかけての

21日1，急激な生息密度の低-1'.(タイラギの消失)がみら

れ，その|僚に砕かれたタイラギの殻やすり鉢状の法みが

観察されることがlりlらかになった。

天然的場で、ある北東部出場4定点でも， 2000.iF.の訓J1-i'

で4月から 7月にかけてと 9月から12月にかけての 2

凹，ダイナン漁場においても， 2003年の調査で 4月から

5月と9月から10月にかけての 21百1， 生息密度の著 しい

低下か7巳きており，造成漁場と類似した生息数の推移を

示すことが確認され，その|努砕かれたタイラギの殻やす

リ鉢状の寵みをji'ff王立した。さらに大浦漁協は， 2003;(f10 

月20日の調査でダイナン漁場の生息裕度が低下したこ

表 1 ナル卜ビエイの円!人j作物品111&(U 

市，'frti'ilJJLI 
内平子物

2001 il: 9 FJ 25 n 2001 {f-lOJ J 10 1'1 

サルボウ 5:2.4 

アサリ 23.8 

タイラギ 53.3 19.0 

二車Hlf.ii 14.3 

01HH 6.7 9.5 

不IIJJ(jj'i1ヒ) 46.7 

調i'i'f問i事政 15 21 

とを受け， 10月211:1から11)J 3 1"'1までの14n II¥]，ダイナ

ン漁場lこおいてiiTH:Ii:J(マナガタ網)によるナル卜ビエイ

の-1i!i位を行った。その結県， 2:34児のナルトビエイをお1I11t

し， '(!I Î'J{~物から多iij のタイラギ，\!大fイ~ 1W を {i'{f~{f， している

(J:if!Yi.((tW，資料)。

ナルトビエイの'I)!I付得物を判官 した結以，日間してい

るのは，アサリ，サルボウ詐の二枚貝がほとんどで，そ

のrlrにはタイラギが??ま jしていることカ汁リlらかになっ

た。また， 'I ~!IÎ吋 líには貝ð!J1の伎はほとんど{j'(fi ~{f，されてい

なL、。このことから，ナルトビエイは11日1[.のJí~~{こ， {J料、

た殻を 11.1-.きr'I 'r し，秋W;'ilíのみをが;みjムむものと W~r，ざされ

る。さらに，ナルトビエイの吻i'f[)の形状から推察すると，

貝知を枝問する際には，泌氏にすリ鉢状の烈古1[.:Jl~ を伐す

ものと考えられる。なお， ilJ 1 Iの調査で各イ11;1体のi守内容

物のk:ll日誌が単純なことから， 十度のHrfil[.で一つの柄まnを
大iE: にHf ftl[. する食↑~Iーであることがiリ j らかになってい

る'，5)。

一方， 111 口 は，ナル卜ビエイは|凌ì11j性のエイ矧で7J(i'NJ~

が1tcとなる 4)-J tJ(に外iiijから有lりJi4uへ移動し， 8 )-Jか

ら9月にかけて;湾奥部の河口J成をrl-'心にl古川子した後，*

i1111か:"ltC以下となる11月から12月頃には有明海の外へ

移動することを報告している問。また，民イ干後の雌は，

栄養を蓄えるために活発に摂叫することも明らかにして

いる 7)。

以上のように，タイラキ:の生忠信度の低-1'-が発生する

1I;'j一期や後i度低下の|旅にイj'l'かれた貝伎やすり鉢状の窪みが

観察されること，ナルトビエイの任餌Je態および、繁殖生

態などを総合的に考慮すると本部l査でみられた造成漁場

や天然漁場におけるタイラギ生息密度の低下は，ナルト

ビエイによる食害がl京|き|であると考えられる。

有明海沿岸4lfLは，ナルトビエイの貝類資源への彩響



を考慮して， 2001年度からナルトビエイの11101とえh~S を

行っている。その結占1七佐賀，長111札熊本3m，こより1iIi

jiJ1さ れた11ieは， 200l'Q'-1支はが;22トン(約3，300イ凶f本)，

2002， 2003年度はそれぞれ約90トン(約9，400fl!!1体)と

なっている。しかし，布川市におけるナル卜ビエイに|却

する，J.'iJi'-i'は過去には打われておらず，1=け:X!O)-llli食!干ベコ !t~

#1~(1: rß~u;_び』こ jtiJJjt li-tーやイニ1・ l リ liiljl人l外における移動と liIlj位経

路誌の訂*111な↑!?、:'Uは皆無で、ある。このため，これらナル

トビエイの基略的な引て態を 1，1. :2.、 lこ解l りIL，貝類資iJj;~に及

ぼす彬~(~~.~を Ir昨に~; Iと fllli し，土、l策を講じる必~~がある 。

また，今回のナルトビエイの食七1:，u，';J1i'やその後の1111-'

の，J，';)í'-fl.，)によリ，ナルトビエイは有lリ lìilj に !I::.'::!、する~砲

の民知をおIi食することが1I)'jらかになった。その111には，

タイラキをはじめノド);(jlぷIJ;(として!f!些なアサリ，サルホ

ウ，ウミタケ，カキミi;が合まhている。このことから，

ナルトビエイによる良知資 ;1);( に及lます ;jf~~!~:'~が危似され

る。

11~f去に，今|巳|の制在京I月以をもとにナル卜ビエイの-1l1i食

l主をタイラギについてのみ椛定すると以下ーのようにな

る。 造成出JLjて、は，i被皮 :~~;古!5E引引"刊九-刊市:(/1恥，

!成ぷiぬf魚tJ場必の延べV而而II-fi材杭Ifhit{同カか苫ら{行川消iド内!i~失}たえした夕イ ラギギ、の引削J市川川;1打|川1体イ本i放は

「円70ω.).0∞O∞Omηl~吋(，延£ べ「百而(1“lifおi了抗引1りlけ)x 9 {引作lド川I山川，1げ/m 2吋( ~生|七: 忠息、 :街詩点;1皮主)= 

6，336，000{1占JJとなる。このii'iターしたタイラギは， jtf!'I~;:;の

成長を示せばタイラギ仰が始まる12)j(こはが]5 gほどの

Huになる。よってが]32トンのタイラギ只ti二がn:i:Jえした
ことになる。|百出土にダイナンi，(l:tJJ!jて、は，2003!r1ニ2)Jの5七

忠、 ~tf;JJtは 46/m2であリ，その後の食~;!~:により 2003'ド 12)-J
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解説11午の~I .: 忠、市度は]511占l/m2に低下している。この生息

街l主の減少数に，推定的場ITIiH1l507Jm2を釆じると，食手f

によってm失したタイラギはが)4，650hイ|占1，11凶fイi当た
りのH1+昆誌を約 5gとするとがJ233トンとifLi:される。

むろん，これらの1ft;.じには I~I 然;I，&~lを考慮していないが，

少なくともナル卜ビエイによる食'Ffは，北京;';[I;，((t場にお

ける「立中山1.LW~ýt:Jと同ÆJにタイラギ資;1); [の回復のため

には桝決すべき主民なIlil也である。
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有明海のタイラギ資謀に及iますナルトピヱイの彬響

川JJ;ii包卵J• fJI聡史f'J¥• LlJ口説サ

タイラギ資加に及!~す十ル l ピエイによるIt宮内脂容

について.主点国訟によるヨ忠告庄内側移とをし忠J持丹組禁

およびにナルトピヱイ肉食也回世相却を Lとにお先制した.

タイラギ円造成出場お主 u<:;~人間出場のいずれにおいて

ら。 4.n~J.叶の事2P と\) nか句1011にかけての秋辛の2

litl 色散な'I' "I~ 市Ij[のm' (yイ ラギのm1，人)がみ"れ
ぞの|司、に什かれたタイラギ同位ヘヨ寸り倒、状内町みが叫百

されたーまた ナ.， トビヱ イ 町 'I~I 州特抽昔日魚、した杭必!

?“削しているのは アサリ?サルポウ;，}の二杭11がほとん

どで その中にはタイラギカff? まれていた.こi1.らの開，I ，l ~

Ui!日とと ナルトピエイ向日間生出ャ臣、I~''' L:i屈をお介II'.Jに-t-

@.すると本調Jごみ，'，tlた造成出場や天然出J{:;における

タ イラ ギ.~t: ，~，忠良町~\l、はナルトピエイによる食古がn;i

固であると考えわれる.また .;:.j~j也山 内g .t~.t'(的減少'1<

t日か句、タイヲギ資制に及iますナル lビエイの古市町:;}{;"

を ~A草 L た起;.'，R宜手::1';タイラギ資出町|引山のためには向7

，たすべき需型;j.-I日1担と，~'.J.":I i1.た.
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